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自動車室内環境に おける材料の VOC評価方 法
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【目的】北部九 州 で は 自動車産業 の 集約 が 進 ん で い る が，地 元 調 達率 は 50％程度 で ある。調達 率 70％ を達成

する為、当セ ン タ…に は 企 業 へ の 技 術的サ ポー トが求 め られ て い る。そ の
・．
環 と し て 、2007 年実施の 自動車

内 VOC対策に 対応す る為、自動車用内装材 の VOC評価体制 の 確立 を 目指 した 。

【方法】メ
ー

カ提供 の 自動車用内装材 に つ い て 、業界標準の バ
ッ グ法 と して 、   自動車技術会

の 試験規格 JSAO　M902 ・2eo了 に 基づ い た測定を行 っ た e （100，テドラ
ーバ

ッグ に 試験体 10cm角 と高純

度 N、ガ ス seを劃入 し、65℃ ・2h加熱一・バ ッ グ内 N・，ガ ス を HPLC．　C…C−MS用 に 3
，
　12nt集 し測定）

  日本 自動車 工業会の 「車室 内 VOC試験方法（乗用車）」で は 、車内温度 40℃ ・4．5h 密閉保持 の

条件で の 実車 VOC 測定を
”
密朗放置モ

ー
ド
”
と し て お り、小形チ ャ ン バ ー

を用 い て 対応す る条件

で の 測定 を行 っ た。（密閉チ ャ ン バ ー
法 ；試験体入 202チ ャ ン バ ー

を 28℃ ・
空気換気 0．5 回／h で

lh→ 密閉後 40℃ を 4．5h 保持
．．一

〉チ ャ ン バ
ー

内空 気 を HPLC，　GC−MS 用 に 各 12捕集 し測定）

VOC の 捕集・定量 は JIS　A1901 ・2ee3 に従っ て行 っ た。
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【結果】バ ッ グ法 ・密閉チ ャ ン バ ー法に つ い て 、測定対象　VOC の ブ ラ ン ク濃度を測定 し た 。 （表
一1）

　　　　　　　　　　　　 表一t バ ッ グ法・密閉チ ャ ン バー
法 VOC 濃度 i則定結果

1曜 m う　 ＼　 成 分 ホ鮎 アルデヒド アセトアルデヒド トル エ ン エ チ匹 ヘワゼン スチ レン キ シレン

バ ッグ法 ブラン ク濃度 0．OD ア．98 之 45 α 36 a10 α39

密閉チャンバ
ー

法 ブラン ク濫度 2．23 2．72 0．03 α00 0．OO αoo

（参考｝厚労雀室 内溘 農指 針 瓸 100 48 z60 3aoo 220 B7G

　 　 　 　 バ ッグ法 高純度 N、ガ ス 3 回置 換 後、試験 体無しで 65℃ ・2h加 熱時の 譲度　チャ ンバー法／2S℃ ・
空気換気 〔L5回／h・試験体無しで 1d 放置時 の 濃度

表一1 に お い て 、緲 ムアルデ ヒド は バ ッ グ法 の 方 が 低 濃度 とな っ て い る もの の 、そ れ 以 外 で は 密 閉チ ャ ン バ ー
法

の 方 が清浄な ブ ラ ン ク条件で あ る こ とが判る。図
一1 に そ れ ぞれ の ブ ラン ク GC−MS 如 マ トグ弘 （TIC）をi丁ミす。
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　　 （参 考）バ ッグ法高純度 N，ガス 　　　　　　　　　　 バ ッグ法ブラン ク　　　　　　　 密 閉チ ヤン バー法ブ ラン ク （縦 x100 拡 大）

　　　　　　　　　　図
一1 バ ッグ法・密閉チ ャン バー

法 ブランク GC −MS クロマトゲラム（nc ）

図
一1 で も密 閉チ ャ ン バ

ー
法 の 清浄 さが明 らか に な っ て い る。

表
一2 に 自勤車用 ウ レ タ ン 材 の 各法 で の VOC 測定濃度、図

一2 にそ の GC瑚 S 如 マ トグ ラム（TIC）を 示 す。

　　　　　　　　表
一2 バ ッ グ法

・密閉 チャ ン バー
法 自動車用 ウ レ タン 材 voc 濃度測定結果

（μ9加
：
）　 ＼　 成分 ホルムア厨

’
ヒド アセトァルデヒド トル エ ン エ チルペ ンセン ス チ レン キシレン

バッグ法 濃度 o．03 0．02 亅8．14 5．84 3．84 6．18

密閉チヤ ンバー法 濃度 27．58 94．31 28，85 15．79 2．G9 2B．38
試料負荷率（サ ン プル 表面 積  ／気体体積   ）1バ ッグ法 2（加熱前）チ ャン バ ー

法 O．24 で バ ッ グ法が 8 倍サ ン プル 分 率 大
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一1バ ッグ法 ブランクと同縦 スケ
ー

ル1　　　　　　　　 密閉チ ャン バ ー法（〃 ）

　　　　　　　　図
一2 バッ グ法・密閉チ ャ ンバ ー

法 自動車用ウレ タン 材 GC −MS 如 マトゲラム（TIC）

バ ッ グ法 の 方が大きい 試料負荷率 に もかかわ らず 、表
一2 で は殆 ど の V｛〕C 成分で密閉チ ャ ン バ ー法の 方 が高

い 値とな っ て い る。これ は 密閉チ ャ ン バ ー
法 の 方 が、VOC 回収 率が高い 事を示 して い る。こ の 結果は 、図

一2

で バ ッ グ法 の 方が 大きな ピー
ク値 を示 して い る事 と矛盾 し て い る よ うに 思われ る。

こ の 現象は 、次の 理 由 に よる と考えられ る，，図 の クロマ トグ汕 （TIC）は MS で検出された全イオ ン の 総計 で ある

が、定量は JISの 推奨する VOC 成分毎 の 特定イ オ ン 種 の ピーク 面積 で算出 して お り、バ ッ グ法 で は よ り 高い

加熱温度 ゆえ、対象外 の VOC 成分 も多量
・
多数揮発 され 、雑 多な T

’
IC ピーク は 大 で あ るが、そ の 中 の 特定イオ

ン 種 ピー
クは小 で ある 。 も し くは、特定イオ ン 種 ピーク に重な りが 生 じ、ピ

ー
ク 面積を 過少算出して い る 。

高 い VOC 回収率を持ち、実車　VOC測定 と同 じ 40℃ で 測定する密閉チ ャ ン バ
ー

法の 方が、自動車室内環境を

想定する揚合には適切 で あ ろ うと考え る。
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